








































































































































































的に無名性が内包されているからである。S・ギーディオンの MECHANIZATION TAKES 
COMMAND a contribution to anonymous history（New York, 1948）や B・ルドフスキー














































































































































































































































８  柳宗理は「インパルス・デザイン」ということばを V. パッカードの『ウエイスト・コンサンプショ
ン（浪費生活）』から知ったとしている（「日本民藝館開館五十年に際して」『民藝』日本民藝協会，




































23  「特集：柳宗理が語る      デザインが失ってはならないもの」『アプローチ』142号，竹中工務店，
1998年５月，p. 15
24  柳宗理「伝統と創造」『民藝』日本民藝協会，1981年10月，p. 52
25  柳宗理「インダストリアル・デザインの造形的訓練」『工芸ニュース』1950年９月，p. 25
26  「デザインに民芸の『源始』を」（「特集　デザインのパイオニアたちはいま」）『日本デザイン学会誌
　デザイン学研究特集号』第１巻１号，1993年，p. 36
27  川添，前掲記事，p. 101
28  藤村龍至「システムの転換期とアノニマスデザイン」（March 2012 特集：アノニマスデザイン2.0）
『Art and Architecture Review（AAR）』）
    https://aar.art-it.asia/u/admin_edit1/oEjfqNCdM4yQibxGU1VY，2012年６月27日取得
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